
担当者間で創意工夫し健康管理を推進（密） 職場内での感染症対策

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社は、多年にわたり、土健保の保健師さんより毎年保健指導を頂き、健康の大切さを経営者はじ
め従業員も実感し、会社独自の健康づくりを実践してきました。
　毎年の健康管理を通して、一人一人の従業員を大切にする弊社の企業理念は、従業員の健康を経
営的視点から考え、戦略的に実施する「健康経営」と価値観を共有でき、健康経営を実践することで、よ
り継続的な会社経営活動の活力と成長につながると考え、取り組むこととしました。

所在地 従業員数

事業内容

岩手県一関市山目字中野140―5 124 人

（令和 6年 7月末現在）総合建設業

株式会社佐々木組

特に力を入れた取り組みとその効果
　年に１度の生活習慣病健診は大変重要で、疾病を発見することで、早期に治療するきっかけとなり、
生涯において大きな影響を及ぼすことがあります。弊社では所見があった従業員にできるだけ対面で
声掛けをして、医療機関への受診を促すことを丁寧に行ってきました。後日、感謝の言葉を頂くと励み
にもなります。
　また、メンタルヘルス対策として、予防から職場復帰後まで、きめ細やかな対応に努めています。男
女２名の担当者による相談窓口を設け、職位・職種の垣根なく相談できる体制を作りました。相談担当
者を１人に固定しないことで「相談しやすい」と社員からも好評です。休職者へは、病院の情報提供や
休職中の状況確認を行うだけでなく、復職後もこまめに声掛けをしています。そのせいか、復職後も元
気に働いてくれていると感じています。今後は、産業医からのメンタルヘルスについてのアドバイスを
継続し、担当者も相談対応等をより一層レベルアップさせ、社員がもっと元気で長く働いてくれるよう
支援したいと考えています。
　さらに、感染症対策として毎年、産業医によるインフルエンザ予防接種を実施し、感染拡大の抑制に
効果を上げております。


